
 

 

 

  

早いもので、今年度も折り返しの時期を迎えました。子どもたちは日々の学習やさまざま

な行事を通して成長し、比較的落ち着いた学校生活を送ることができています。これも保護

者の皆様の温かいご支援とご協力のおかげです。 

さて、後半戦を迎えるにあたり、改めて「基本」を大切にしてほしいと考えています。気持

ちのよいあいさつ、時間を守ること、友達を思いやる言葉遣い、学習や生活のきまりを守る

ことなど、一つ一つの積み重ねが大きな成長につながります。 

これまでの自分を振り返り、できることはさらに伸ばし、課題は少し改善していきながら、

充実した後半となるよう取り組んでいきます。引き続き、ご家庭での励ましとご支援をよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 夏休みに入って間もない７月１９日、グラウンド東側の体育倉庫横にある桜の木が倒れて

発見されるという出来事がありました。幸い、人的な被害はありませんでしたが、児童や地

域の皆様の安全確保の観点から、学校敷地内の樹木について専門家による調査を実施いたし

ました。 

 樹木医による調査の結果、学校内にある約８０本の樹木のうち、シロアリによる被害や病

気の進行により、倒木の危険性がある１６本について伐採が必要と判断されました。これを

受け、９月１９日～２３日に市において伐採作業を行っていただきました。 

 伐採対象となる樹木の中には、赤門東側にある昭和５８年度卒業記念植樹の桜や、相撲場

横にある昭和６３年度卒業記念植樹の桜など、卒業生や地域の皆様にとって思い出深い木も

含まれています。長年にわたり学校の歴史を見守ってきた樹木であるだけに、学校としても

大変残念であり、心苦しく感じております。 

 しかしながら、児童の命と安全、そして生活道路等で学校を利用される地域の皆様の安全

を最優先に考えた結果であることをご理解いただければ幸いです。 

 これからも学校の豊かな自然環境を大切に守りながら、安全で安心して過ごせる教育環境

づくりに努めてまいります。保護者・地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今年も半分終わりました。もう一度、基本を見直そう！！ 

 大坪小学校 学校だより  【めざす学校像】 
一人一人が大切にされていると実感でき、失敗や

挑戦を受け止め合う支持的風土をもった学校 

令和８年９月３０日  文責 校長 中島 賢治   

  学校敷地内の樹木の伐採について 

昭和５８年度卒業記念植樹の桜 昭和６３年度卒業記念植樹の桜 



３年生が社会科の学習の一環で、「まつばや脇田店」の見学に出かけました。校区内にも、

様々なスーパーなどがあり、普段から利用することも多いと思いますが、たくさんのお客さ

んに来てもらうために、お店ごとに様々な工夫をされています。お店で売る商品をどのよう

にして決めるのか、商品を並べる時に 

工夫していることがあるのか、値段は 

どうやって決めているのかなど、それ 

ぞれが疑問に思っていることのインタ 

ビューも行い、スーパーの秘密につい 

て調べ、充実した時間になりました。 

 

 

  

先日、３，４年生を対象に、他校の栄養職員に来てい 

ただいて食育指導を行いました。 

 授業では「食べ物に含まれる栄養素にはどのような働 

きがあるのか」について学習しました。子どもたちは、 

食べ物に含まれる栄養素が、体をつくるもとになったり、 

エネルギーのもとになったり、体の調子を整えたりする 

大切な役割をもっていることを知りました。また、普段 

食べている給食や家庭での食事を振り返りながら、「好 

き嫌いせずに食べることの大切さ」についても考えるこ 

とができました。 

 健やかな成長のためには、バランスのよい食事が欠か 

せません。今回の学習を通して、子どもたちが毎日の食 

事を見つめ直し、自ら健康な生活を送ろうとする意識を 

高めてくれることを期待しています。ご家庭でも、ぜひ 

食事の時間に食べ物の働きや健康について話題にしてい 

ただければ幸いです。 

 

スーパーのひみつを探る 

食べ物の力を学びました ～３，４年生 食育指導 


